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平
成
３０
年
度
も
、「
手
を
つ
な
ぎ
、

心
を
つ
む
ぐ
、
み
ど
り
の
清
瀬
」の
基

本
理
念
の
も
と
、
厳
し
い
な
か
で
も
、

市
政
の
諸
課
題
に
積
極
的
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自

災
害
対
策
は
、
引
き
続

き
最
重
要
課

題
と
位
置
付
け
、
計
画
的
な
備
蓄
食
糧

や
災
害
対
策
用
備
品
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
の
訓
練
施
設
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
跡
地
に
整

備
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に
罹
災
証
明
書

の
発
行
を
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
被
災

者
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災

害
に
対
す
る
備
え
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺

被
害
が
市
内
で
多
い
現
状
を
受
け
、
自

動
通
話
録
音
機
を
２９
年
度
に
100
台
無
料

で
貸
し
出
し
ま
し
た
が
、
３０
年
度
は
さ

ら
に
200
台
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

内
山
運
動
公
園
は
近
隣
に
は
な
い
サ

ッ
カ
ー
場
の
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
大

き
な
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
か
、
駐
車

場
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
、

自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

を
拡
充
し
、
新
た
に
家
計
相
談
や
就
労

準
備
事
業
を
行
う
ほ
か
、
日
本
社
会
事

道
０
１
１
５
号
線
の
歩
道
拡
幅
整
備
工

事
は
、
梅
園
乳
児
保
育
園
前
か
ら
志
木

街
道
ま
で
進
め
、
３０
年
度
で
工
事
を
完

了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
道

路
事
業
は
、
た
か
ら
幼
稚
園
前
交
差
点

か
ら
志
木
街
道
ま
で
の
東
３
・
４
・
17

号
線
の
用
地
買
収
、
及
び
新
座
市
大
和

田
か
ら
関
越
道
ま
で
の
東
３
・
４
・
２6

号
線
の
事
業
認
可
に
向
け
た
現
況
測
量

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
道
０
１
０

６
号
線
、
市
役
所
西
側
道
路
整
備
の
た

め
の
基
本
設
計
及
び
無
電
柱
化
の
予
備

設
計
、
市
道
０
２
１
０
号
線
、
清
小
北

側
道
路
の
歩
道
用
地
購
入
、
市
道
０
１

１
７
号
線
、
東
京
病
院
前
の
道
路
の
歩

道
拡
幅
に
向
け
た
測
量
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

清
柳
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
及
び
所
沢
市
と
協
議
が
整
い
ま

し
た
の
で
、
３０
年
度
は
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。清
柳
橋
の
架
け
替
え
に
よ
り
、

柳
瀬
川
が
拡
幅
さ
れ
、
現
在
の
１
時
間

３０
㍉
ま
で
の
放
流
が
、
５０
㍉
ま
で
可
能

生
活
の
多
様
な
変
化
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
が
生
ま
れ
る
な
か
、
そ
の
課
題
解
決

に
は
、
行
政
に
限
ら
ず
、
多
様
な
担
い

手
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
市
民
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
、
市
民
が
地
域
に
目
を

向
け
、
地
域
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
の

解
決
に
向
け
、
得
意
分
野
を
発
揮
で
き

る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
な
ど
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
う
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
の
効
率
化
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
は
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

変
わ
ら
ぬ
使
命
で
す
の
で
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
新
た
に

事
業
所
内
保
育
所
１
施
設
を
含
む
認
可

保
育
園
２
園
を
開
設
し
、
２1
人
の
定
員

増
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
期
・
出

産
・
母
子
保
健
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、

ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
対
象
を

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
を
、
５
歳
ま
で
に

拡
充
し
、
さ
ら
に「
子
育
て
し
や
す
い

清
瀬
」を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
学

に
約
7０
台
分
の
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

男
女
平
等
社
会
の
推
進
で
は
、
女
性

の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
女
性
が
働

き
な
が
ら
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
、
女
性
自
身
の
キ
ャ

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に

は
、
歩
行
者
や
自
転
車
、

習
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
七
小
と
八

小
の
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
を
行
う
ほ

か
、
２９
年
度
に
実
施
し
た
小
学
校
に
続

き
、
中
学
校
の
特
別
教
室
の
空
調
設
備

を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
の
向
上
に
向
け
、
す
べ

て
の
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
塾
講

師
に
よ
る
放
課
後
補
習
を
、
小
学
校
で

は
よ
り
効
果
の
見
込
め
る
５
年
生
に
順

次
移
行
し
て
い
く
ほ
か
、
立
科
山
荘
で

の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

リ
ア
や
特
技
を
生
か
し
て
自
ら
起
業
す

る
女
性
起
業
家
育
成
事
業
や
、
介
護
を

は
じ
め
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
活

動
を
起
こ
す
社
会
起
業
家
育
成
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。

自
動
車
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
の

整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
六
小
前
の
市

業
大
学
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対

象
者
を
750
人
か
ら
千
人
に
拡
充
し
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
日
常
生
活
を
送
り
な

が
ら
幸
福
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

と
な
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
根
本
的

な
対
策
が
図
れ
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
で
は
、
野
塩
の
前
原
橋

東
側
に
、
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
土
地

を
活
用
し
、
新
た
な
公
園
を
整
備
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
1２
万
３
千
人
の
来
場
者
を
数
え

た
清
瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
さ
ら
に
来
場
者
が
増
え
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
安

全
対
策
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
農

業
経
営
に
要
す
る
施
設
の
設
置
、改
修
、

農
機
具
の
購
入
に
対
す
る
助
成
や
、
都

市
農
業
活
性
化
支
援
事
業
と
し
て
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
設
置
な
ど
へ
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
と
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡
充
に
よ
り
、
市
内

の
商
店
な
ど
で
使
え
る
商
品
券
約
２
千

200
万
円
分
を
発
行
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

３０
年
度
は
、
保
育
料
の
適
正
化
に
向
け

た
定
期
的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
使
用

料
審
議
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
ご
み
収

集
で
は
ビ
ン
の
収
集
業
務
の
委
託
化
を

図
り
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
運
営
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
再
編
計
画
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
清
瀬
駅
南
口

地
域
へ
の
児
童
館
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

計
画
ど
お
り
実
施
設
計
を
進
め
て
お

り
、
３０
年
度
中
に
は
南
側
敷
地
の
用
地

取
得
を
行
う
と
と
も
に
施
工
者
選
定
を

実
施
し
、
３1
年
度
に
は
工
事
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。

分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
創
る
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
さ
ら
に
安
全

・
安
心
な
、
元
気
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
安
全
・
安
心
な
、
元
気
で
住
み
よ
い
ま
ち
に

平 成 ３ ０ 年 度
所信表明（要旨）安

全
で
う
る
お
い
の
あ
る

暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

健
幸
で
と
も
に
支
え
合
う
ま
ち

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
ま
ち

都

市

格

が

高

い

ま

ち

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

住
み
や
す
く
活
気
あ
る
ま
ち

―
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
や
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
拡
充
―

　３月１日に開会した清瀬市議会第１回定例会で、渋谷
金太郎市長が、平成30年度の基本的な市政の運営方針や
主要事業についての考え方を表明しましたので、その要
旨をお知らせします。
　なお、所信表明の全文は市ホームページに掲載してい
ます。
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２
月
、
私
が
幼
稚
園
長
時
代
の
卒
園
児

同
士
の
結
婚
式
に
呼
ば
れ
、
３
月
に
は
花

婿
が
卒
園
児
、
４
月
に
も
花
婿
が
卒
園
児

の
結
婚
式
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

４
月
・
６
月
に
は
、
卒
園
児
３
家
族
の
出

産
予
定
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
今
年
の
元

旦
に
は
、
私
の
娘
、
弟
の
娘
が
入
籍
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
、【
喜
べ
ば
喜
び
事
が
喜

ん
で
喜
び
連
れ
て
喜
び
に
来
る
】そ
の
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
３
日
は
、
子
育
て
介
護

・
家
族
ま
る
ご
と
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ

ッ
コ
ロ
が
参
加
す
る「
関
東
エ
リ
ア
ホ
ー

ム
ビ
ジ
タ
ー
交
流
研
修
会
」に
呼
ば
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
と
は
赤
ち
ゃ
ん
を
授

か
っ
た
家
庭
の
要
望
に
応
じ
て
、
親
体
験

を
持
つ
先
輩
達
が
研
修
を
受
け
た
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
育
て
支
援
に
行
く
制
度

で
す
。
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
で
す
が
日
本
に

初
め
て
取
り
入
れ
た
の
は
清
瀬
の「
ピ
ッ

コ
ロ
」で
す
。

　

有
難
い
こ
と
に
、
ピ
ッ
コ
ロ
誕
生
と
ほ

ぼ
同
じ
時
期
に
助
産
師
さ
ん
達
が
中
心
と

な
っ
て
立
ち
上
げ
た
子
育
て
支
援
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
ウ
イ
ズ
ア
イ
」
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
の
自
治
体
子
育

て
ラ
ン
キ
ン
グ
で
清
瀬
は
全
国
で
何
と
！

13
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
研
修
会
に
は
２
時
間
ほ
ど
参
加

し
ま
し
た
が
、
山
梨
、
千
葉
、
神
奈
川
県

や
都
内
か
ら
集
ま
っ
た
70
数
人
の
雰
囲
気

が
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
私
は
冒
頭
で

【
授
か
っ
た
命
、
生
ま
れ
出
た
命
の
親
子

を
支
援
し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
ホ
ー
ム

ビ
ジ
タ
ー
を
私
な
り
に
表
現
す
れ
ば
、
ま

さ
に「
天
使
の
お
手
伝
い
」
で
す
。
本
当

の
少
子
化
対
策
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
】な
ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
「
お
っ
ぱ
い
の
う
ま
み
も
、
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
。
手
づ
か
み
食
も
大
事
」な
ど
な
ど
、

栄
養
士
さ
ん
の
楽
し
く
充
実
し
た
研
修
内

容
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
手
づ
か
み
食
は
汚
く
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教
授
藤

田
紘
一
郎
博
士
の
最
新
の
本
が『
手
を
洗

い
す
ぎ
て
は
い
け
な
い　

超
清
潔
志
向
が

人
類
を
滅
ぼ
す
』
で
す
。
そ
の
本
に【
腸

は
人
体
最
大
の
免
疫
器
官
で
あ
り
、
免
疫

力
の
約
七
割
を
腸
が
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
も
腸
内
細
菌
の
役

割
で
す
。（
中
略
）
多
様
性
に
富
む
腸
内

フ
ロ
ー
ラ
を
築
く
に
は
、（
中
略
）
生
後

一
年
の
う
ち
に
ど
れ
だ
け「
バ
ッ
チ
イ
」

こ
と
が
で
き
る
か
で
す
】
と
あ
り
ま
す
。

８
月
に
藤
田
先
生
に
講
演
し
て
頂
き
ま

す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
大
村
智
教
授
の
微
生

物
か
ら
力
を
借
り
た
話
と
ピ
ッ
タ
リ
で

す
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

 

（
評
）
入
学
式
。
新
一
年
生
が
整
列
し
て
入
場
し
て
く
る
。
ど
の
生
徒
も
大
き
め
の
制
服
で
、
制
服
が

歩
い
て
い
る
み
た
い
だ
な
。
去
年
の
ぼ
く
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。
で
も
、今
年
、ぼ
く
の
制
服
は
ぴ
っ

た
り
に
な
っ
た
。「
入
学
式
」
が
春
の
季
語
。

   （
評
）
作
者
は
転
校
生
で
し
ょ
う
か
。
春
に
な
っ
て
、
足
も
と
に
黄
色
く
咲
く
た
ん
ぽ
ぽ
を
見
つ
け
ま

し
た
。「
こ
の
花
は
、
遠
く
か
ら
わ
た
毛
で
飛
ん
で
き
て
、
こ
の
清
瀬
で
芽
を
出
し
花
を
咲
か
せ
た

の
ね
。
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
だ
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   （
評
）さ
く
ら
も
ち
は
、塩
づ
け
の
さ
く
ら
の
葉
っ
ぱ
で
く
る
ん
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
お
と
な
は
葉
っ

ぱ
ご
と
食
べ
ま
す
が
、歯
ざ
わ
り
が
気
に
な
る
人
は
む
い
て
食
べ
ま
す
。
作
者
も
む
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
で
も
、
か
お
り
は
楽
し
み
ま
し
た
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
９
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
。
学
年
は
大
会
時
。

さ
く
ら
も
ち
は
っ
ぱ
の
に
お
い
た
べ
ま
し
た 

　
　  

　 

八
小
四
年   

田
中
明
日
実

た
ん
ぽ
ぽ
と
わ
た
し
こ
の
地
に
た
ど
り
つ
き     

　                

十
小
六
年　

西
川
凛

制
服
が
少
し
大
き
い
入
学
式 

　                               

二
中
二
年　

高
橋
慧

　2月19日、清瀬市障害者計画・第５期障害福祉計画策定委員会か
ら渋谷市長に障害福祉系３計画について答
申が提出されました。３計画は地域の障害
福祉施策に関する基本的な方針を定めると
ともに、障害福祉サービスの提供に関する
具体的な目標数値を設定するものです。委
員会では、障害のある人もない人も共に支
え合い、安心して暮らせる共生社会の実
現に向けて検討し策定を行いました。

　身近なイベントや、まちかどの話題
を皆さんから募集しています。

清瀬市障害者計画・障害福祉計画策定委員会が市長へ答申

◆平成29年度農業功労者感謝状
　村野勲さん（上清戸）
◆第57回企業的農業経営顕彰　個人複
　合の部東京都農業会議会長賞　
　土屋俊章さん（下清戸）
◆第57回農業後継者顕彰　東京都都知
　事賞・東京都農業会議会長賞　
　横山直樹・俊さんご夫婦（中清戸）
◆平成29年度　北多摩地区農業委員会
　連合会優秀農業経営者表彰　
　田中一男さん（中清戸）
　受賞された皆さん、おめでとうござ
います。 田中一男さん

右から田上副委員長、渋谷市長、
植村委員長

　各種大会で優秀な成績を収めた方・
団体を紹介します。

　2月３日・10日に、毎年恒例のス
ーパードッジボール大会が市民体
育館で開催されました。どの試合
も大声援が巻き起こり、熱戦が繰
り広げられました。
　試合結果は下表のとおりです。
入賞したチームの皆さん、おめで
とうございます。

第19回清瀬市スーパードッジボール大会結果

部門 優勝 準優勝 第３位
３・４年生の部

（33チーム／275人）
天使のいればっち

（十小）
帰って来た

ガンマン（芝小）
チームジャスティス（八小）

十小モンキーズ（十小）
５・６年生男子の部

（18チーム／148人）
ハム太郎ズ

（芝小）
Dr.マッシュ
（三小）

ジョーダンハンバーグ（十小）
ピスタチオ（清明小）

５・６年生女子の部
（11チーム／87人）

KSG
（清小・十小）

卍セブンⅡ
（七小）

担任の先生まさかの美人！！！（三小）
スヌーピーズ（三小）

３
・
４
年
生
の
部
優
勝

天
使
の
い
れ
ば
っ
ち

５
・
６
年
生
男
子
の
部
優
勝

ハ
ム
太
郎
ズ

５
・
６
年
生
女
子
の
部
優
勝

Ｋ
Ｓ
Ｇ

市
民
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
特
別
編

　

市
役
所
の
４
階
へ
上
が
り
、
用
紙
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

初
め
て
の
議
会
傍
聴
席
へ
。
独
特
の
雰
囲
気
に
少
し
緊
張
し
な

が
ら
、
席
に
座
り
ま
し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
違
い
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
す

る
な
か
で
重
要
な
の
は
、
安
全
・
安
心
で
、
健
康
に
過
ご
せ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
こ
れ
ら
は
気
に
な
っ
て
は

い
て
も
、
特
別
な
事
が
起
こ
ら
な
い
限
り
な
ん
と
な
く
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
事
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
度
目
を
向
け
る
と
…
も
し
今
災
害
が
起
き
た
ら
市

の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？　

子
育
て
支
援
は
？

危
険
な
道
路
の
整
備
は
？　

そ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
予
算
は
？

…
い
ろ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

所
信
表
明
を
傍
聴
す
る
と
、
災
害
時
用
の
備
品
の
確
保
な
ど

の
万
全
な
対
策
、
高
齢
者
に
多
い
振
り
込
め
詐
欺
や
待
機
児
童

解
消
の
た
め
の
対
策
、
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
拡
充
、
歩
道
拡
幅
整
備
工
事
計
画
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や
予
算
に
つ
い
て
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
冒
頭
で
市
長
が
話
さ
れ
た「
日
経
Ｂ

Ｐ
総
研
」が
発
表
し
た
２
つ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。「
シ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ　

住
み
よ
い
街
２
０
１
７
」で
清
瀬

市
は
全
国
で
31
位
。「
自
治
体
子
育
て
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
13

位
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
そ
の
街
に
住
む
人
か
ら
の
回

答
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

清
瀬
市
は
小
さ
な
ま
ち
な
の
で
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
や
地

域
課
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
民
と
行
政
と
の
協
力
を
と
お

し
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
一
人
一
人
の
声
が
反

映
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
は
と
て
も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
市
議
会

は
市
民
生
活
に
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
私
自

身
も
っ
と
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
一
般
質
問
の
質
疑
応
答
な
ど
、
他
の
定
例
会
も
傍
聴
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
所
信
表
明
の
全
文
は
、
第
１
回
定
例
会
が
あ
っ

た
当
日
に
清
瀬
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
よ
う
こ
そ
市
長
室

へ
」に
全
文
が
載
せ
ら
れ
、
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
目

を
と
お
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

３
月
１
日
か
ら
、
平
成
30
年
清
瀬
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
開

会
し
、
初
日
に
渋
谷
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

所
信
表
明
を
、
市
民
編
集
委
員
の
片
寄
明
香
さ
ん
に
傍
聴
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
清
瀬
に
つ
い
て
思
う
こ
と
・
期
待
し
た
い
こ

と
を
伺
い
ま
し
た
。

４ 月 か ら 市 役 所 の 組 織 を 一 部 改 正   
 「 教 育 部 指 導 課 」の 係 体 制 を 変 更 し ま す 

土屋俊章さん

右
か
ら
村
野
勲
さ
ん
、
横

山
直
樹
さ
ん
・
俊
さ
ん

重
要
な
の
は
安
全
・
安
心
で
健
康
に
、

「
も
っ
と
関
心
を
持
と
う
」

～
渋
谷
市
長
の
所
信
表
明
を
聞
い
て
～

　市では、第４次清瀬市長期総合計画の着実な実行を図り、効率的
・効果的な行政体制を確立するため、４月に組織の改正を行います。
　今回の改正では、「教育相談係」を教育部指導課内に新設し、現
行の８部38課70係から、８部38課71係に体制を改めます。
問合せ　企画課企画調整担当☎042・497・1802　　　

市 内 の 農 業 者 の 方 々 が 受 賞
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文
字
や
写
真
を
音
声
に
し
て
伝
え
る

「
音
訳
」の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

～
聞
く
人
に
寄
り
添
っ
て
～

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
平
に
情
報
を
届
け
る
た
め
、
市
報
を
は
じ
め
と
し
た
市
の
刊
行
物
の

音
声
版
を
制
作
し
、主
に
希
望
す
る
視
覚
障
害
者
の
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
の
が「
清

瀬
市
公
共
刊
行
物
音
訳
機
関
」。
こ
こ
で
は
同
機
関
の
活
動
と
、
音
訳
と
い
う
業
務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
042
・
497
・
１
８
０
８

　

市
報
の
音
訳
は
、
昭
和
51
年
ご

ろ
に
個
人
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
後「
声

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」に
業
務
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
音
訳
版
は
市
報
な
ど
を

要
約
し
た
も
の
を
録
音
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
９
年
に「
清
瀬
市

公
共
刊
行
物
音
訳
機
関
」が
設
立

さ
れ
、現
在
で
は
文
字
情
報
の
他
、

写
真
や
図
も
音
声
で
表
現
す
る

「
全
文
音
訳
」
が
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
清
瀬
市
で
は
全
文
音
訳

を
早
く
か
ら
取
り
入
れ
て
お
り
、

市
の
音
訳
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

音
訳
機
関
は
現
在
25
人
ほ
ど
で

活
動
し
て
お
り
、
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、「
市
報
き
よ
せ
」

「
市
議
会
だ
よ
り
」「
教
育
委
員
会

だ
よ
り
」「
Ｍ
ｓ
．ス
ク
エ
ア
」「
ち

え
の
わ
」「
市
民
生
活
便
利
帳（
２

年
に
一
度
）」
を
音
訳
し
て
い
ま

す
。

　

音
訳
作
業
は
、
録
音
日
の
２
日

前
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
市
か
ら
市

報
な
ど
の
原
稿
を
受
け
取
る
と
、

担
当
分
け
や
読
み
方
の
確
認
と
い

っ
た
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
録
音

日
ま
で
各
自
で
下
読
み
を
行
い
ま

す
。
下
読
み
の
際
、
意
味
が
分
か

り
づ
ら
い
言
葉
や
あ
い
ま
い
な
表

現
は
、
各
担
当
が
自
身
で
確
認
し

ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
上
は
問
題
な
く
て

も
音
声
に
す
る
と
分
か
り
づ
ら
い

箇
所
は
、
聞
い
て
わ
か
り
や
す
い

表
現
に
変
え
る
な
ど
、
た
だ
音
声

に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
聞
く

人
」の
こ
と
を
考
え
て
準
備
を
行

い
ま
す
。

　

準
備
が
整
っ
た
ら
、
い
よ
い
よ

録
音
。
録
音
作
業
は
基
本
的
に
２

人
で
行
い
、
読
み
間
違
い
や
抜
け

が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

ま
す
。
録
音
が
終
わ
っ
た
ら
別
の

担
当
が
校
正
を
行
い
、
さ
ら
に
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。

　

校
正
後
、
専
用
ソ
フ
ト
を
使
い

パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
、
視
覚
障
害

者
の
方
が
楽
に
使
え
る「
デ
イ
ジ

ー
」と
い
う
仕
様
の
マ
ス
タ
ー
Ｃ

Ｄ
を
作
り
ま
す
。
そ
の
後
、
希
望

者
分
を
コ
ピ
ー
し
て
作
業
は
終
了

し
ま
す
。
こ
の
作
業
は
朝
か
ら
夕

方
ま
で（
時
に
は
夜
ま
で
）
か
か

り
ま
す
。

　

音
訳
は
朗
読
と
は
違
い
、
読
み

手
の
主
観
に
よ
る
感
情
や
大
げ
さ

な
抑
揚
は
必
要
と
さ
れ
ず
、「
情

報
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
」「
聞

き
取
り
や
す
い
こ
と
」が
重
要
と

な
り
、
一
定
レ
ベ
ル
の
技
術
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
音
訳

機
関
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
た
め
に

は
、
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
社

会
福
祉
協
議
会
が
開
催
）の
受
講

を
条
件
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
担
当
と
の
情
報
交
換

を
行
う
定
例
会
や
必
要
に
応
じ
て

リ
ス
ナ
ー
と
の
懇
談
会
、
音
訳
機

関
メ
ン
バ
ー
で
の
勉
強
会
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
改
善
点
な
ど
を
話

し
合
っ
て
音
訳
技
術
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

清
瀬
市
公
共
刊
行
物
音
訳
機
関

が
発
足
し
、
20
年
近
く
が
た
ち
ま

す
。
そ
の
当
初
か
ら
参
加
し
て
お

り
、
現
在
代
表
を
務
め
て
い
る
小

川
孝
子
氏
に
、
音
訳
業
務
の
や
り

が
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

◇

　「
音
訳
は『
書
い
て
あ
る
こ
と

を
忠
実
に
音
声
に
す
る
』と
い
う

使
命
が
あ
り
ま
す
。
情
報
は
誰
に

で
も
公
平
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で

す
。
で
す
か
ら
、
あ
る
程
度
の
技

術
や
厳
し
さ
が
必
要
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
て
楽
し
さ
の
方

が
上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

月
に
何
度
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
気
軽
な
気
持
ち
で
行
っ
て

い
ま
す
。」

　「
音
訳
機
関
で
は
、
参
加
さ
れ

た
ら
す
ぐ
に
担
当
を
持
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
読
ん
で

も
ら
わ
な
い
と
う
ま
く
な
ら
な
い

で
す
か
ら
。
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、

興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。」◇

　

音
訳
Ｃ
Ｄ
は
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す（
再
生
に
は
、
デ
イ

ジ
ー
再
生
機
ま
た
は
Ｍ
Ｐ
３
を
再

生
で
き
る
機
器
が
必
要
で
す
）。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
デ
イ
ジ
ー

版
と
Ｍ
Ｐ
３
版
を
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
が
あ
る
方
だ

け
で
な
く
、
高
齢
な
ど
の
理
由
で

市
報
な
ど
を
読
む
の
が
つ
ら
い
と

い
う
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

原稿
受け取り下読み

コピー 発  送
準  備

録  音

マスター
CD 作成

校  正

編  集

　「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」は
、
市
報
４
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
予
定
で
す
。
音
訳

や
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る

方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

音
訳
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

主な音訳作業は上記のとおりですが、このほかに単語の
意味を調べたりするなどの下準備も行います

音訳業務の流れ

録音作業の様子。専用ブースで行います

完成したCDは専用ケースに入れて送付
します

勉強会の様子。改善点を話し合います

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

始
ま
っ
た
音
訳
業
務

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を

経
て
で
き
る
音
声
版

音

訳

技

術

の

向
上
の
た
め
に

「
情
報
は
誰
に
で
も

公
平
で
あ
る
べ
き
」

新小学一年生に義務教育就学児医療証を送付します

　現在、「乳幼児医療証」の交付を受け
ており、平成30年４月から小学校に入学
する児童（平成23年４月２日生まれ～平
成24年４月１日生まれ）の医療証につい
ては、平成30年４月１日から「義務教育
就学児医療証（子医療証）」に切り替わり
ます。
　対象の方には、平成30年４月１日から
有効な子医療証を３月23日㈮に普通郵便
で送付します（子医療証には所得制限が
あります。詳しくは右表参照）。
　また、所得制限超過のため子医療証の
対象とならない方にも、３月23日㈮に非
該当決定通知書を普通郵便で送付しま

　狂犬病の予防注射は、毎年１回（４月１日から６月
30日の間）受けさせることが義務付けられています。
◆屋外会場
日時　下表のとおり（雨天などで中止する場合は、午
前９時と午後１時に決定し、会場に掲示します）
費用　3,650円（注射料金3,100円＋済票交付手数料550円）
持ち物　申請書（裏面の問診票に記入済みのもの）
※つり銭のないようご用意ください。

◆動物病院会場（下表参照）
実施期間　４月１日㈰～30日㈪

※会場以外や期間外に受けた場合は、接種証明書を持
参し、下記で注射済票の交付手続きをしてください。
問合せ　水と緑の環境課環境衛生係☎042・497・2099

　現在、「ひとり親家庭等医療証（親医療
証）」の交付を受けており、平成30年４
月１日から小学校に入学する児童がいる
方で、４月１日以降有効な児童の医療証
は、下記のとおり、課税世帯か非課税世
帯かにより異なりますので、ご注意くだ
さい。
◆課税世帯の場合
　４月１日以降有効な児童の医療証は、
子医療証となります。今回送付する子医

す。
※４月１日を過ぎても子医療証が届かな
い場合は、下記へご連絡ください。
※今回お送りする医療証は、新小学一年
生の児童のみとなります。新小学一年生
以外の方は、すでにお持ちの医療証を平
成30年９月30日までご使用ください。

療証を医療機関などで提示してください。
◆非課税世帯の場合
　４月１日以降有効な児童の医療証は、
親医療証となります。「親医療証」に、小
学１年生となる児童の氏名を印字してい
ます。対象の児童が医療機関などを受診
される場合は、親医療証を提示してくだ
さい。
問合せ　子育て支援課助成係☎042・497
・2088

扶養親族などの数（人） 所得制限限度額（円）
0 6,220,000
1 6,600,000
2 6,980,000
3 7,360,000

※以降、扶養親族などが1人増えるごとに、所得制
限限度額に38万円を加算。

平成30年４月から小学生になる子どもの医療証

ひとり親家庭等医療証（親医療証）をお持ちの皆さんへ

平 成 30 年 度 狂 犬 病 予 防 注 射

日時 場所

４
月
５
日
㈭

午前9時10分～9時40分 児童センター駐車場
午前10時20分～10時50分 竹丘公園
午前11時20分～11時50分 野塩地域市民センター
午後1時15分～1時45分 下宿地域市民センター
午後2時10分～2時40分 健康センター駐車場

※車での来
場はご遠慮
ください。

病院 住所 電話番号
清瀬獣医科病院 中里3-77-5 042・493・5418
かざま動物病院 東

久
留
米
市

中央町2-6-50 042・453・8111
田中動物病院 東本町4-9 042・474・0533

くるめ動物病院 八幡町3-3-12 042・477・3443
どんぐり動物病院 下里5-9-15 042・475・5562

山村獣医科 中央町1-3-1 042・471・6306
本橋動物病院 西東京市栄町2-9-27 042・421・5449

久米川みどり動物病院 東村山市栄町1-36-86 042・392・0205
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清瀬金山緑地公園
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り柳瀬

川通
り

柳瀬
川通
りまつり会場

台田団地中央
バス停
台田団地中央
バス停

有料駐車場
（28台）

コンビニコンビニ

小
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道

小
金
井
街
道

柳瀬
川通
り

柳瀬
川通
り

柳瀬川

空堀川

中
里
駐
在
所第四小学校西

バス停

中里団地
バス停

畑川原
バス停

第四小学校

中里地域
市民センター

清瀬中里
緑地保全地域

清瀬橋

本部（清瀬せせらぎ
公園管理棟）

せせらぎ公園

本部出張所テント
出店用テント
自転車置き場

◆夜桜も楽しめます
　期間中は、会場内にちょうちんを設置し、午後６時から午

後９時まで明かりを灯します。夜桜もお楽しみください。
　臨時駐車場（無料）は、下宿地域市民センターグラウンド内に
なります（期間中のみ。午前９時30分から午後９時30分まで利用
できます）。また、有料駐車場も清瀬金山緑地公園東側にあり、
28台駐車できます。数に限りがありますので、できるだけ公共交
通機関をご利用ください。
※仮設トイレあり。バスをご
利用の方は、清瀬駅北口から
「西武バス台田団地行き」に

乗車し、「台田団地中央」で
下車後、徒歩1分です。
きよせさくらまつりに関
する問合せ　水と緑の環
境課緑と公園係☎042・
497・2098
◆流し踊り
　まつり会場内で、清瀬市舞踊連盟（主催）による、踊り
のパレード「流し踊り」などを行います。個人参加は当
日受け付けます。
日時　４月1日㈰午後2時～４時（雨天中止）
※直接会場へ。
流し踊りに関する問合せ　清瀬市舞踊連盟・小俣☎042
・492・04６0

　東京都下水道局清瀬水再生センターでは、敷地内
の桜やビオトープ公園で春をお楽しみいただくた
め、センターの一部を無料で開放します。ぜひお越
しください。
日時　４月４日㈬午前10時～午後2時（入場は午後
1時30分まで。雨天でも実施します）
場所　東京都下水道局清瀬水再生センター（下宿三
丁目）
※直接会場へ。
問合せ　清瀬水再生センター☎042・494 ・14５1

◆自然観察会
　「清瀬の自然を守る会」会員の解説による観察
会です。参加者にはカタクリの資料を差し上げます。
先着30人（団体で参加をご希望の方は、なるべく事
前に申込みください）。
日時　３月31日㈯、４月1日㈰いずれも午前10時～
11時30分
申込み方法　当日午前10時までに本部へ申込み
◆スタンプラリー
　中里緑地保全地域内の、カタクリなどの野草群生
箇所のスタンプを集めた方に、記念品を贈呈します。
日時　３月31日㈯、４月1日㈰いずれも午前10時～
午後４時
※スタンプ台紙は会場や各市内公共施設で配布する
パンフレットのウラ面にあります。
◆販売コーナー
　市の刊行物（「清瀬の野鳥」「清瀬の川物語・柳瀬
川と空堀川の昔と今」など）や、清瀬の自然を守る
会オリジナルグッズ、和菓子（カタクリまんじゅう
・草餅）や飲み物の販売を行います。（和菓子と飲
み物の販売は３月31日㈯・４月1日㈰のみ）
期間　３月31日㈯～４月8日㈰
場所　中里緑地保全地域Ｂ地区（四小南側）の隣接地
◆パネル展示
　清瀬に生息する野草・野鳥などのパネル展示です。
期間　３月31日㈯～４月8日㈰
場所　清瀬せせらぎ公園管理棟・中里地域市民セン
ター（月曜休館）

台田運動公園
３月 23日㈮～ 4月１日㈰

　台田運動公園の桜は植樹後40年が経過し、春になると公園内はピンク色に染
まり、川沿いを歩けば桜のトンネルが1.3㌔も続きます。そばを流れる柳瀬
川は清瀬10景にも選ばれており、そのおだやかな流れと桜が織りなす空間はこ
の季節ならではです。同公園を会場に、今年も「きよせさくらまつり」を開催
します。咲き誇る桜のトンネルをくぐり、春の訪れを感じてみませんか。

さくらまつり
きよせ

2018

清 瀬 水 再 生 セ ン タ ー「お 花 見2 0 1 8」

きよせ
第 19 回

まつり
カタクリ
３月 31日㈯～ 4月 8日㈰（雨天中止）

下 宿 地 域 市
民センター（ 
無 料 臨 時 駐
車場）

日本の医療・福祉の未来を担う
市内３大学とともに

　市には医療・福祉分野の専門性の高い3つの大学（日本社会事業大
学・明治薬科大学・国立看護大学校）があり、これらは清瀬市にとっ
て大きな財産です。市と3大学は、平成26年3月に包括連携協定を締
結し、さまざまな分野でそれぞれの特徴を生かして個性豊かで活力に

明治薬科大学

日本社会事業大学

これまで行った市と３大学の連携事業

満ちた地域社会づくりを目指しています。
　今回から４回にわたって、各大学の特徴や市との取り組みをご紹介
します。
問合せ　企画課企画調整担当☎042・497・1802

　1902年創学。100年を超える歴史と伝
統があり、薬学の草分け的存在として、
これまでに約３万５千人を超える卒業生
を送り出しています。医療を支えるさま
ざまな分野でリーダーとなる人材を育成
しています。

　194６年創設。厚生労働省の委託を受けた
最も伝統ある福祉の大学です。在学中は地
域福祉やボランティア活動にも深く関わ
り、卒業生は清瀬市はもちろん全国の社会
福祉の実践に大きく貢献しています。

　「きよせ市民まつり」の会場に、保健室のように、「気軽に社会福
祉・おくすり・健康などについて相談できる場所」というコンセプ
トのもと、相談ブースを設置して３大学の教員による相談会を実施
しました。

　「在宅医療・介護のあり方」を
テーマに、地域包括ケアシステム
構築に向けた医療と介護の連携の
あり方について、清瀬市医師会協
力のもと、基調講演やパネルディ
スカッションなどを行いました。
　会場となったアミューホールを
埋め尽くした参加者は、発表に熱
心に耳を傾けていました。

国立看護大学校
　2001年開校。厚生労働省が初めて開設した看護
学の高等教育機関です。高度な臨床看護実践能力、
臨床看護研究能力を身につけ、先端医療現場や広
く海外で活躍できる看護師、助産師を育成してい
ます。2018年４
月 か ら は、 研
究課程部（大学
院相当）に新た
な 専 門 看 護 師
教 育 課 程 を 増
設 し、 更 な る
教 育 の 充 実 を
図ります。

清 瀬 に 医 療・ 福 祉 関 係 機 関 が 多 い 理 由

　清瀬市には医療・福祉関係機関が多く
存在しますが、理由のひとつにかつて結
核療養所があったことがあげられます。
　昭和６年、東京府立清瀬病院ができ、
その後周辺に結核療養施設が次々と建て
られ、多いときには５千人もの患者が清

瀬で療養していました。
　それら施設は一部を除き現在のニ
ーズに合わせた医療施設へと変わっ
ていき、これによって医療・福祉関
係機関が清瀬に多く残っていると考
えられます。

▼まちの保健室 ▼清瀬アカデミア

相談ブース 大学紹介コーナー

大盛況となった会場

基調講演パネルディスカッション

次回（7月15日号予定）は、日本社会事業大学に
ついての特集をお届けします。お楽しみに。

連携事業を推進するため、市職員と大学職員で構成される協議会を
設立し、さまざまな活動をしています。

活力ある地域社会づくりを目指し
ています

回復期の結核患者が過ご
した、東京病院敷地内に
ある外気舎記念館（市指
定有形文化財）

コラム

清瀬中里緑地保全地域（本部：清瀬せせらぎ公園管理棟）
　美しい景観と武蔵野の面影を残す雑木林の
保護・育成への関心を深めるために始まった
「きよせカタクリまつり」は、今年で19回目
を迎えます。中里緑地保全地域を中心として
咲く可憐なカタクリをお楽しみください。
きよせカタクリまつりに関する問合せ　水と
緑の環境課緑と公園係☎042・497・2098

関 連 イ ベ ン ト に 参 加 し よ う

明治薬科大学薬用植物園・明薬資料館の開放
【開放日時】
3月３1日㈯及び４月７日㈯午前10時～午後1時、
４月２日㈪～６日㈮午後1時～４時

　
緑地保全
基 金 の 募
金にご協力
ください

市役所

【会場へのアクセス】
◆きよバスをご利用の方……秋津駅北口または清瀬駅か
　ら「第四小学校西」下車３分
◆西武バスをご利用の方……清瀬駅北口から台田団地行
　き（中里経由）「畑川原」下車徒歩５分、所沢駅東口行き
　「中里団地」下車徒歩５分
◆徒歩の方……秋津駅から20分、新秋津駅・清瀬駅か　
　らいずれも25分

明治薬科大学

国立看護大学校

日本社会事業大学

MEIJI PHARMACEUTICAL UNIVERSITY
NATIONAL COLLEGE OF NURSING 

Japan College of Social Work
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①そうだじゅげむきこう 
　和室で楽しむ落語会です。椅子席
あり。
日時　４月29日㈰午後2時～（開場
は午後1時30分）
費用　一般1,000円、小学生500円（全
席自由）
出演　立川こしら独演会、立川かし
め
②講座「ベビーオイルマッサージ教

室」
　赤ちゃんへのオイルマッサージ。
対象　2か月～ハイハイ前までの子
どもとその保護者。先着10組
日時　３月20日㈫午前10時30分～正
午
費用　1,500円（清瀬市子育て・キラ
リ・クーポン券利用可）
講師　小宮しのぶ氏
持ち物　タオル・バスタオル・子ど
もの飲み物・お持ちの方は授乳用ケ
ープ
③清瀬リコーダーフェスティバル

Vol.３リコーダーオーケストラを
楽しもう！

日時　４月22日㈰午後2時30分～
（開場は午後1時30分）

費用　一般2,000円・友の会1,800円
・ シ ル バ ー（65歳 以 上・ 要 証 明 ）
1,500円・高校生以下500円（未就学
児入場不可・全席自由）
出演　アンサンブル＂アクアレーラ
＂浅井愛＆松浦孝成（リコーダー）、
畑内浩（ギター）
④体験レッスン　フラワーアクアリ

ウムアレンジメント
　今人気のおしゃれなハーバリウム

（植物標本）を自分で作ってみよう。2
本作成します。先着10人。
日時　３月24日㈯午前９時30分～11

時30分、３月29日㈭午後1時30分～
３時30分
費用　3,300円
講師　福井ひろ子氏
⑤～ヴァイオリンとアコーディオン

にのせて～清瀬でパリ気分
　ヴァイオリン&アコーディオンの
演奏をご堪能ください。先着30人。
日時　３月25日㈰午後1時30分（開
場は午後1時）
費 用　一般（中学生以上）1,200円、
友の会1,000円、小学生500円（全席
自由、ワンドリンク付き、未就学児
無料）
出演　高橋じゅん（ヴァイオリン）、
山口あかね（アコーディオン）
⑥絵本deリトミック
　各クラス先着16人。
日時　４月６日㈮、ひよこクラス（1
人でお座りできるころ～1歳半ご
ろ）＝午前10時～10時40分、うさぎ
クラス（1歳半ごろ～３歳）＝午前
11時～11時40分
費用　各クラス1,500円（清瀬市子育
て・キラリ・クーポン券利用可）
講師　小宮しのぶ氏
持ち物　子どもの飲み物、動きやす
い服装
⑦歌って健康！　歌声サロン
　懐かしの名曲を生演奏にあわせて
歌ってみませんか。
日時　３月20日㈫、４月18日㈬午後
2時～４時
費用　1,000円
講師　杉山公章氏
⑧講座「写経教室4月～6月」
　般若心経をとおして「写経体」とい
う字体を学びます。各曜日先着18人。
日時　月曜教室＝４月23日、５月７
日、６月25日、木曜教室＝４月12日、
５月10日、６月14日のいずれも午前
10時～正午
費用　3,000円（全３回、用紙代別）
講師　横田游心氏

す。どんな川なのか、
それぞれの川の歴史
や生き物を紹介しま
す。知るときっと行
ってみたくなる！
日時　３月17日㈯～
５月６日㈰午前９時
30分～午後５時
費用　おとな500円、４歳～高校生
200円
※４月13日㈮・20日㈮・24日㈫～27
日㈮は閉場。
②「春の柳瀬川自然観察会」
　春の柳瀬川の水辺にはさまざまな
植物や、下流から上
がってきた魚など、
たくさんの生き物が
見られます。
　川の近くや川のな
かにはどんな生き物
がいるのでしょうか
？    川遊びをとおして自然と触れ合
いましょう。要事前申込み。
対象　新小学４年生～おとな（参加
者以外の同伴不可）。定員30人（応
募者多数の場合は抽選し、当選者の
みに参加券を配布）
日時　４月15日㈰午後1時～３時
場所　清瀬金山緑地公園（集合・解
散は金山緑地公園入口、雨天中止）
費用　50円（保険料）
講師　川づくり・清瀬の会
※３月19日㈪は休館日です。
申込み・問合せ　①は直接会場へ。
②は４月2日（必着）までに多摩六
都 科 学 館 ホ ー ム ペ ー ジ 　https://
www.tamarokuto.or.jpにある応募フ
ォームまたははがきにイベント名・
開催日・参加希望者全員の氏名（フ
リガナ）・年齢（学年）・郵便番号・
住所・電話番号を記載し、〒188ー
0014西東京市芝久保町５－10－64　
多摩六都科学館☎042・469・6100へ

持ち物　大筆・小筆・すずり・墨汁
・下敷き・文鎮・半紙
⑨新・目指せ名人！　三遊亭天どん
　桃月庵白酒と弟子のこはく、三遊
亭天どん親子競演です。
日時　５月30日㈬午後７時（開場は
午後６時30分）
費用　前売り一般2,800円・友の会
2,500円・ペア4,000円・シルバー（65
歳以上、要証明）2,200円、当日3,000
円（全席指定、未就学児入場不可）
出演　三遊亭天どん、桃月庵白酒、
桃月庵こはく（はまぐり改メ）
申込み・問合せ　⑦は直接会場へ。
それ以外は（⑧は３月15日から）直
接窓口または電話で清瀬けやきホー
ル☎042・493・4011へ

◆無料パソコン教室（Windows10）
・無料タブレット・スマホ基礎
教室（iPad使用）

対 象　 パ ソ コ ン・Windows10、 タ
ブレット・スマホが初めての方（シ
ニア大歓迎）。各月先着12人
日時　パソコン＝毎週土曜日午前10
時～正午（全４回）、タブレット・
スマホ＝第３木曜日午前10時～午後
０時15分
※ヨガ・カラオケなどの無料体験（要
予約）も行っています。
申込み・問合せ　直接窓口または電
話で友遊（NPO法人情報労連東京福
祉センター）☎042・497・8500へ

①春の特別企画展
　「たまろく水辺の案内所」
　多摩六都科学館のある北多摩地域
には意外とたくさんの川がありま

☆
催
し
物
市
民
伝
言
板

舞
台
朗
読″
煌
い
て
〟第
15
回
試
演

会
　
「
煌
い
て
」も
15
年
目
を
迎
え
、
今
回
は

15
回
目
の
試
演
会
。
い
つ
も
前
に
向
か
っ

て
進
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
３
月
25
日
14
時
～（
開
場
は
13
時
30

分
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
無
料
、
舞
台

朗
読　

煌
い
て
・
宮
部
☎
090
・
２
４
８
３

・
９
２
９
４

☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
へ
の
お
さ
そ
い

　

ど
な
た
で
も
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
居
場

所
で
す
。
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
手
作
り
ご
は

ん
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
16
日
、
４
月
20
日
、
５
月
18
日
い
ず

れ
も
11
時
～
14
時
30
分
、
元
町
老
人
い
こ

い
の
家
、
お
茶
代
100
円（
お
菓
子
付
き
）、

食
事
代
200
円
、
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
・
近
藤

☎
090
・
４
４
３
１
・
５
２
４
７

が
ん
カ
フ
ェ
の
お
誘
い

　

病
気
の
こ
と
、
看
病
の
こ
と
、
色
々
な

悩
み
や
思
い
を
分
ち
合
う
会
で
す
。
レ
ク

チ
ャ
ー
は
、「
歌
の
効
用
」で
す
。
３
月
17

日
14
時
～
16
時
、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、

無
料
、
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
・
北
川
☎
042
・
491

・
３
２
１
１

３
月
・
４
月
公
開
講
座

　

３
月
は「
知
っ
て
お
き
た
い
脳
の
病
気
」

信
愛
病
院
院
長　

越
永
守
道
、
４
月
は「
自

宅
で
楽
し
む
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」緩
和
ケ
ア

認
定
看
護
師　

堀
江
亜
紀
子
の
講
座
で
す
。

３
月
24
日
、
４
月
28
日
い
ず
れ
も
13
時
30

分
～
、
信
愛
の
園（
梅
園
二
丁
目
）、
無
料
、

信
愛
病
院
・
井
上
☎
042
・
491
・
３
２
１
１（
内

線
258
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

　

世
界
各
国
の
曲
に
の
せ
て
一
緒
に
踊
り

ま
せ
ん
か
。
ス
テ
ッ
プ
な
ど
を
丁
寧
に
手

解
き
い
た
し
ま
す
。
上
履
き
持
参（
運
動
で

き
る
靴
）。
４
月
５
日
～
26
日
の
木
曜
９
時

30
分
～
10
時
30
分
、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
、
清
瀬
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・

今
間
☎
042
・
491
・
９
１
６
８

第
21
回
が
ち
ょ
う
サ
ー
ク
ル
絵
画

展
　

３
月
23
日
～
25
日
10
時
～
17
時
30
分（
25

日
は
16
時
ま
で
）、
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
、
無
料
、
美
術
サ
ー
ク
ル
が
ち
ょ
う
・

亀
山
☎
042
・
497
・
７
２
４
５

詩
吟
同
好
会

　

和
楽
器
の
伴
奏（
録
音
）で
名
詩
を
吟
じ

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。
腹
式
呼
吸
を

身
に
つ
け
、
健
康
を
維
持
増
進
し
ま
し
ょ

う
。
毎
月
第
２
・
４
金
曜
13
時
30
分
～
15

時
30
分
、
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
月

３
千
円
、
心
水
流
・
立
尾
☎
042
・
493
・
２

２
１
０

少
林
寺
拳
法
入
門
・
体
験
・
見
学

　

少
林
寺
拳
法
は
、
自
己
確
立
の
護
身
術

で
す
。
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
何
歳
か
ら

で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
門
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
気
軽

に
見
学
・
体
験（
無
期
限
無
料
）か
ら
ど
う

ぞ
。
月
・
水
・
金
＝
清
小
、
火
・
木
・
土

＝
三
小
、
い
ず
れ
も
18
時
～
21
時
、
月
６

千
円
、
清
瀬
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
島
澤

☎
090
・
３
６
９
４
・
１
２
０
６

陳
氏
太
極
拳

　

太
極
拳
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
で
足
・
腰
、

体
幹
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な

た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
目
か
ら
鱗

で
す
よ
！　

木
曜
19
時
～
21
時
、
野
塩
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
月
３
千
円（
入
会
金
な

し
）、
陳
氏
太
極
拳
清
瀬
教
室
・
戸
村
☎
090

・
９
１
５
１
・
０
２
７
３

み
ん
な
で
音
あ
そ
び

　

親
子
で
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
せ

ん
か
。
２
歳
く
ら
い
か
ら
未
就
学
児
対
象

で
す
。
マ
マ
も
一
緒
に
大
き
な
声
で
楽
し

く
歌
お
う
！　

４
月
21
日
10
時
～
11
時
、

下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
・
マ

マ
そ
れ
ぞ
れ
500
円
、
み
ん
な
で
音
あ
そ
び

・
柳
沼
☎
090
・
５
３
３
９
・
４
７
９
２

歌
声
こ
だ
ま

　

大
正
や
昭
和
の
懐
か
し
い
歌
を
た
く
さ

ん
歌
っ
て
発
散
し
ま
せ
ん
か
。
ピ
ア
ノ
の

伴
奏
で
皆
で
一
緒
に
歌
い
ま
す
。
４
月
８

日
９
時
40
分
～
11
時
40
分
、
ア
ミ
ュ
ー
ホ

ー
ル
、
参
加
費
500
円
、
清
瀬「
歌
う
会
」・

尾
崎
☎
042
・
494
・
３
２
６
８

清

瀬

市

公

共

施

設

４
月
１
日
か
ら
市
内
公
共
施
設
の
使
用
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

新
使
用
料
は
、
平
成
30
年
４
月
１

日
以
降
に
支
払
う
使
用
料
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

適
用
基
準
日
　
４
月
１
日
㈰

※
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
、
納
入

す
る
場
合
は
、
改
正
前
の
使
用
料
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
企
画
課
企
画
調
整
担
当
☎

042
・
497
・
１
８
０
２

　

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
方
に
親
し

ん
で
頂
い
た
第
６
保
育
園
を
閉
園
す

る
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
施
設
を
ご
覧
頂
き
た

い
と
考
え
、
園
の
一
般
開
放
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
６

保

育

園

の

施

設

開

放

日
時
　
４
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
２
時

場
所
　
第
６
保
育
園

※
直
接
施
設
へ
。

問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼

稚
園
係
☎
042
・
497
・
２
０
８
６

　

施
設
管
理
者
変
更
に
伴
う
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
は
、
施
設
貸
出
し
・
窓
口
業

務（
予
約
・
入
金
な
ど
）
が
で
き
ま

せ
ん
。
ご
不
便
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
場
所
・
日
時
　
①
下
宿
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
ひ
ま
わ
り
、
い
ず
れ
も
４
月
１
日

㈰
・
２
日
㈪

※
①
の
児
童
館
・
つ
ど
い
の
広
場
・

図
書
館
は
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま

す
。

※
②
の
月
単
利
使
用
者
施
設
は
通
常

ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

問
合
せ
　
①
下
宿
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
☎
042
・
493
・
４
０
３
３
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
☎
042
・
495

・
５
１
０
０
、
ま
た
は
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
042
・
495
・
７
０
０
１

　

３
月
27
日
㈫
か
ら
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
が
一
部
機
能
を
新
た
に
追

加
し
、
稼
動
開
始
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
移
行
・
端
末

予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
停
止

入
れ
替
え
の
た
め
左
表
の
と
お
り
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

042
・
495
・
７
０
０
１

日 時間 施設 利用停止部分
26
日
㈪

終日 全施設
公共施設予約端末の利用、パソコン
・スマートフォン・インターネットき

よせからの予約、窓口での入金

27
日
㈫

午前 中央図書館、郷土博物館、 
竹丘・中里地域市民センター

公共施設予約端末の利用
※パソコン・スマートフォン・イン 
　ターネットきよせからの予約、窓 
　口での入金は可能です。
※各施設で時間が異なります。午後 コミュニティプラザひまわり、

下宿・中清戸地域市民センター

午前 駅前図書館 公共予約端末及び
窓口での予約入金作業
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城
田
孝
一
郎　

作
品
を
語
る

【
第
７
回
】

　

城
田
孝
一
郎
氏
の
作
品
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
で
毎
週
土
・
日
曜
日
に
展
示

室
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
レ
ク
イ
エ
ム
Ⅲ
」

引
越
し
の
際
は
、
住
所
の
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

   
い
き
い
き
ハ
イ
キ 

ン
グ
10
キ
ロ
コ
ー
ス

　

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
か
ら
国
立
多
摩
森

林
科
学
園
、
都
立
綾
南
公
園
を
経

て
、
武
蔵
陵
墓
地
を
巡
り
ま
す
。

対
象
　
運
動
制
限
が
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運

動
を
し
て
い
る
方

日
時
　
３
月
27
日
㈫
午
前
９
時
受

け
付
け
開
始（
出
発
は
午
前
９
時

25
分
、
雨
天
中
止
）

場
所
　
集
合
＝
清
瀬
駅
北
口
連
絡

通
路
、
解
散
＝
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
尾

駅費
用
　
100
円（
保
険
料
・
運
営
費
。

交
通
費
及
び
森
林
科
学
園
入
園
料

親
子
で
体
験
！ 

郷
土
料
理
作
り

　

親
子
で
清
瀬
の
代
表
的
な
郷
土

料
理
の
一
つ
で
あ
る
う
ど
ん
を
作

り
、
茹
で
上
げ
う
ど
ん
を
試
食
し

ま
す
。
持
ち
帰
り
用
の
生
う
ど
ん

も
作
り
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
１
人
と
そ
の
保
護

者
。
先
着
10
組

日
時
　
３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分

場
所
　
郷
土
博
物
館

費
用
　
親
子
300
円（
材
料
費
な
ど
。

１
人
増
え
る
ご
と
に
50
円
加
算
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
15
日
午

前
９
時
か
ら
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
で
郷
土
博
物
館
☎
042
・
493
・
８

５
８
５
へ

　

１
９
４
５
年

５
月
25
日
の
夜

間
、
東
京
北
部

が
大
空
襲
を
受
け
中
野
方
面
が
焦
土

化
し
た
日
で
あ
る
。
Ｂ
29
の
発
し
た

大
型
弾
か
ら
子
爆
弾
が
傘
の
様
に
飛

散
し
た
燒
夷
弾
で
あ
る
。
家
屋
は
火

花
を
蒔
い
た
様
に
点
々
と
燃
え
広
が

っ
て
行
っ
た
。
直
ぐ
に
艦
載
機
が
や

っ
て
来
て
、
日
本
の
戦
闘
機
と
激
し

い
空
中
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
家
屋
が

一
面
燃
え
広
が
っ
て
い
く
現
状
を
見

取
っ
て
敵
機
は
引
き
上
げ
て
い
っ

た
。

　

私
は
皆
の
後
に
続
い
て
林
の
あ
る

小
高
い
丘
へ
逃
げ
た
。
翌
朝
防
空
壕

に
戻
り
飛
弾
し
た
弾
を
探
し
た
。
艦

載
機
の
弾
の
破
片
３
個
が
見
つ
か
っ

た
、
こ
の
小
さ
な
弾
に
は
横
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
弾
は
、
作
品

Ⅲ
の
正
面
の
円
形
の
レ
ン
ズ
の
な
か

に
埋
め
込
ん
で
い
る
。
垂
直
の
黒
竹

の
列
は
落
下
す
る
弾
を
象
徴
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
田
孝
一
郎

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

５
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿
は
、
３

月
15
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
４
月
２
日
ま

で
の
間
に
受
け
付
け
。
先
着
25
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
042

・
497
・
１
８
０
８　

042
・
491
・
８
６
０
０ 

　

 kouhou@city.kiyose.lg.jp

市
民
公
開
講
座

―「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」

　

認
知
症
テ
ス
ト（
簡
易
方
式
）

や
予
防
の
た
め
の
軽
い
運
動
な
ど

も
行
い
ま
す
。

日
時
　
３
月
20
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

場
所
　
救
世
軍
清
瀬
病
院（
竹
丘

一
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

※
講
座
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
を

対
象
に
無
料
健
康
相
談
と
病
棟
見

学
会
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
救
世
軍
清
瀬
病
院
医
療

相
談
室
☎
042
・
491
・
１
４
１
１

ス
マ
イ
ル
ベ
ビ
ー
ニ
コ
ニ

コ
親
子
ク
ラ
ス

　

保
健
師
へ
の
育
児
相
談
や
手
形

・
足
形
ア
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
手
軽
に
作
れ
て
マ
マ
も
子

ど
も
も
食
べ
ら
れ
る
お
や
つ
を
管

理
栄
養
士
が
紹
介
し
ま
す
。
４
月

の
テ
ー
マ
は「
春
」で
す
。

対
象
　
１
か
月
～
１
歳
未
満
の
子

ど
も
と
そ
の
母
親（
年
度
１
回
ま

で
）、
先
着
10
組

健

向

ゼ

ミ

―「
健
向
手
帳
に
つ
い
て
～
記
録

を
通
じ
て
健
康
管
理
を
考
え

る
」

　

複
十
字
病
院
看
護
師
が
記
録
を

通
じ
た
健
康
管
理
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
先
着
50
人
。

日
時
　
３
月
27
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時

場
所
　
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

問
合
せ
　
公
益
財
団
法
人
結
核
予

防
会
複
十
字
病
院
☎
042
・
491
・
４

１
１
１

第
27
回
つ
な
が
り
カ
フ
ェ

　

つ
な
が
り
カ
フ
ェ
は
だ
れ
で
も

参
加
で
き
、
人
と
人
と
の
想
い
を

つ
な
げ
る
交
流
や
情
報
交
換
の
場

で
す
。
お
友
達
と
仲
間
と
、
も
ち

ろ
ん
お
ひ
と
り
で
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

日
時
　
４
月
５
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時
30
分（
ウ
ク
レ
レ
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト　

ウ
ク
レ
レ
奏
者　

松
本

ま
ど
か
氏
＝
午
後
１
時
30
分
～
２

第
12
回
な
ん
で
も
発
表
会

　

こ
ろ
ぽ
っ
く
る
で
劇
・
演
奏
・

ダ
ン
ス
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の
楽

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
た
く
さ

ん
発
表
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
３
月
25
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時（
予
定
）

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
042
・

495
・
７
７
０
０

Ｋ
Ｉ
Ｃ
第
28
回
清
瀬
で

も
英
語
し
ゃ
べ
ら
ん
会

―「Spring W
onders

―
春
の
訪

れ
と
新
生
活
」

　

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
開

催
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
ふ
だ
ん
着
の
英
語

で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
月
24
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
　
ス
タ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー

ガ
ー
氏（
ア
メ
リ
カ
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
清
瀬
国
際
交
流
会
・
八

重
樫
☎
090
・
８
３
１
５
・
５
９
５

２

土
曜
ス
ポ
ー
ツ
教
室

①
ヨ
ガ
教
室
②
ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ア

ロ
教
室
③
タ
イ
チ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

（
太
極
拳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）

対
象
　
い
ず
れ
も
18
歳
以
上
の

方
。
各
定
員
15
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

日
時
　
①
４
月
14
日
㈯
午
前
11
時

～
正
午
②
４
月
14
日
㈯
午
前
９
時

45
分
～
10
時
45
分
③
４
月
21
日
㈯

午
前
９
時
45
分
～
10
時
45
分

場
所
　
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
　
１
回
800
円
、
土
曜
教
室
共

通
券
３
千
円（
５
回
券
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
い
ず
れ
も
３

月
30
日（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往

復
は
が
き
に
必
要
事
項（
左
記
記

入
例
参
照
）を
記
入
し
、
中
里
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
042
・
494
・
７

５
１
１
へ

ヨ
ー
ガ

　

東
京
ヨ
ー
ガ
道
友
会
講
師
の
青
木
智
恵

子
先
生
の
指
導
で
ヨ
ー
ガ
を
長
年
続
け
て

い
ま
す
。
少
し
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
火
曜
10
時
～
11

時
45
分
・
14
時
～
15
時
45
分
、
野
塩
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、
入
会
金
千
円
、
月
会
費

３
千
円
、
野
塩
ヨ
ー
ガ
の
会
・
鈴
木
☎
042

・
453
・
１
１
６
７

楽
描
き
く
ら
ぶ

　

絵
を
描
く
こ
と
は
、
心
の
な
か
と
対
話

す
る
こ
と
で
す
。
体
験
や
空
想
し
た
こ
と
、

そ
の
喜
び
を
誰
か
に
伝
え
た
い
・
・
・
な

楷
書
・
行
書
・
草
書
・
か
な
・
条

幅
　

年
少
組
か
ら
１
年
生
ま
で
の
硬
筆
と
も

両
面
指
導
を
し
ま
す
。
一
般
は
、
楷
書
・

行
書
か
ら
始
め
ま
す
。
毎
月
冊
誌
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
金
・
土
曜
13
時
～
17
時
30

分（
土
曜
は
17
時
ま
で
）、
金
曜
＝
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
土
曜
＝
竹
丘
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
入
会
金
３
千
円
、
月
会
費
小
学

生
ま
で
３
千
円
、
中
学
生
・
一
般
は
３
千

500
円
、
日
本
書
道
学
院
・
大
渕
☎
090
・
４

９
２
６
・
７
７
７
０

剣
道
・
居
合
道
新
入
会
員

　

①
剣
道　

小
学
１
年
生
以
上
対
象
。
火

・
土
曜
＝
芝
小
、
水
・
土
曜
＝
八
小
、
火

・
金
曜
＝
十
小
、
木
曜
＝
五
中
、
火
・
水

・
金
曜
＝
18
時
～
19
時
、
土
曜
＝
17
時
～

18
時
、
木
曜
＝
19
時
～
21
時
②
居
合
道　

水
曜
18
時
～
21
時
、
七
小
、
い
ず
れ
も
入

会
金
３
千
円
、
月
会
費
小
・
中
学
生
２
千

円（
経
験
者
は
年
会
費
５
千
円
・
学
生
３
千

円
）、
清
瀬
市
剣
道
連
盟
①
嘉
山
☎
042
・
493

・
６
１
８
７
②
金
田
☎
042
・
491
・
４
３
３
３

ど
創
造
力
は
無
限
大
∞
で
す
。
月
２
回
火

曜
14
時
30
分
～
17
時
30
分（
全
３
ク
ラ
ス
）、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
一
回
千
円（
お
や
つ

・
材
料
費
込
み
）、
楽
描
き
く
ら
ぶ　

ぽ
ん

ぽ
ん
・
牧
野
☎
090
・
９
３
０
７
・
６
３
２

１

　

自
ら
で
き
る「
こ
こ
ろ
」と「
か

ら
だ
」の
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者

向
け
の
の
ん
び
り
ペ
ー
ス
の
緩
や

か
な
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
全
５

回
。

対
象
　
市
内
在
住
の
55
歳
以
上
の

方
。
定
員
50
人（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
結
果
は
４
月
２
日

㈪
ま
で
に
発
送
予
定
）

日
時
　
４
月
16
日
・
23
日
、
５
月

７
日
・
14
日
・
21
日
い
ず
れ
も
月

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所
　
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

講
師
　
日
本
カ
ル
チ
ャ
ー
ヨ
ガ
協

会　

髙
橋
登
希
恵
氏

※
申
込
み
は
、
１
人
に
つ
き
１
枚

シニアヨガ（春）
参加申込書

1.住所
2.氏名
　（フリガナ）
3.年齢
4.電話（連絡先）

往信用（裏） 往信用（表）

〒204-0021

元町1-2-11

生涯学習
スポーツ課行

62円
切手

※返信用の表には申込者の住所
・氏名を記入してください。

で
す
。
必
要
事
項
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
23
日（
消

印
有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項（
左
記
記
載
例
参
照
）

を
記
入
し
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
042
・
495
・
７
０
０
１
へ

入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
に
よ
る
引
越
し
で
、
住
所
を
異
動
さ
れ
る
方
へ

　

住
所
の
異
動
届（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届
な
ど
）は
、
国
民
健
康

保
険
、
国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
引
越
し
を
し
た
ら
、
住
所
を
忘
れ
ず
に

移
し
ま
し
ょ
う
。

届
出
先
　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
課
、
松
山
・
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
本
庁
舎
市
民
課
の
み
土

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
も
受
け
付
け
）

問
合
せ
　
市
民
課
住
民
係
☎
042
・
497
・
２
０
３
７

引
越
し
前
に
、
転
出
届
を
提
出
し
て
、
転
出
証
明
書
を

受
け
取
る

引
越
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
転
出
証
明
書
を
添
え

て
、
窓
口
で
転
入
届
を
提
出

引
越
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
窓
口
で
転
居
届
を
提

出

◆
他
の
市
区
町
村
に
引
越
し
す
る
場
合

◆
清
瀬
市
内
で
引
越
し
を
す
る
場
合

引
越
し
前
の

市
区
町
村

引
越
し
先
の

市
区
町
村

清

瀬

市

300
円
は
別
途
自
己
負
担
）

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具

・
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴

※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
・

村
野
☎
042
・
492
・
２
８
９
４

1.教室名
2.住所
3.氏名
　（フリガナ）
3.年齢
4.電話（連絡先）

往信用（裏） 往信用（表）

〒204-0003

中里4-1301

中里地域市民
センター行

62円
切手

※返信用の表には申込者の住所
・氏名を記入してください。

日
時
　
４
月
６
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
40

分
～
）

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

費
用
　
100
円

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
・
子
ど
も
の
お
出
か
け

グ
ッ
ズ
・
親
子
と
も
汚
れ
て
良
い

服
装（
保
育
の
子
ど
も
も
含
む
）

※
保
育
あ
り（
上
の
子
、
就
学
前

ま
で
）。
先
着
３
人
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
15
日
か

ら
電
話
で
健
康
推
進
課
母
子
保
健

係
☎
042
・
497
・
２
０
７
７
へ

シ

ニ

ア

ヨ

ガ
「

春

」

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）」の
住
所
変
更
も
お
忘
れ
な
く
！

　

送
付
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」や
、
身
分
証
明
書
と

な
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」の「
住
所
」は
最
新
の

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
所
の
異
動
手
続
き
の
際
に
新
住
所
を

記
載
し
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い
。

時
20
分
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド「
新
聞

ち
ぎ
り
絵
で
作
る
こ
い
の
ぼ
り
」

＝
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分
）

場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

費
用
　
100
円（
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は

紅
茶
と
お
菓
子
つ
き
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
042
・
495
・
７
０
０
２



830・3・15

２
０
１
８　

き
よ
せ
の
環
境
・
川
ま
つ
り

出

展

団

体

募

集

＝要予約

＝要予約 ＝直接会場へ ＝電話相談

平成30年
３月１日現在

◆人口 （ ）内は前月比
　男　36,149人
        （11人減）
　女　38,648人
        （37人減）
　計　74,797人
        （48人減）

◆世帯数 （ ）内は前月比
　3５,214世帯
　（31世帯減）

※ 人 口 は、 外 国 人
住民（1,218人）を含
みます。
問 合 せ　市民課住
民 係 ☎042・497・
2037

事業名 対象・内容など 日時 場所 申込み・
問合せ

食生
活相談 

　生活習慣病予防や高齢期の食
事相談を行います。
対象　市内在住で30歳以上の方
とその家族
持ち物　健康手帳（お持ちでな
い方は、随時発行します） 

４ 月 ４ 日 ㈬ 午
前10時～正午

健
康
セ
ン
タ
ー

電話で健康推進
課成人保健係☎
042・497・2076

市（
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
）へ

　

匿
名
様
３
件（
３
万
５
千
円
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

清
瀬
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
様（
３

千
円
）、
匿
名
様
２
件（
１
万
２

千
円
）

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情

報
の
仲
介
の
み
で
、
商
品
の
お
預

か
り
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
・
先
着
順
）

　

五
月
人
形（
三
段
飾
り
）、
小

さ
い
日
本
人
形（
ケ
ー
ス
入
り
）

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い（
無
料
・
先

着
順
）

　

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア（
110
・
120
㌢
）、

せ
い
ろ（
直
径
36·

５
㌢
）、
パ
ソ

コ
ン（W

indows7

以
降
）、
ミ

シ
ン
、
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
制
服
・

 4
名称 日時 場所 問合せ・申込み

　
　
　
　
　
市
民
相
談

法律相談 4日㈬・11日㈬・18日㈬・25㈬
午後１時～4時30分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘書広報課広報広
聴係
☎042・497・1808

※市内在住・在勤
・在学の方対象。
※３月15日午 前 8
時30分 から受け付
け開始。

土地建物登記（表示）・測
量相談 4日㈬午前９時30分～11時30分

人権身の上相談 4日㈬午後１時～３時
不動産取引相談 5日㈭午後１時～３時
年金・労働相談 11日㈬午前９時30分～11時30分
登記（相続・遺言）相談 11日㈬午後１時～３時30分
税務相談 18日㈬午前９時30分～11時30分相続・暮らしの手続相談
行政苦情相談 18日㈬午後１時～３時
交通事故相談 25日㈬午後１時～３時30分

　　　　 防犯（犯罪被害者
支援なども含む）相談

毎週月～金曜日（水曜日・祝日
を除く）
午前8時30分～午後5時

防災防犯課防犯係
☎042・497・1848

       母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

生活福祉課
☎042・492・5111（代表）

               子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）
午前９時～午後5時

子ども家庭支援センター
☎042・495・7701

                教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後5時

教
育
相
談 

セ
ン
タ
ー

教育相談室
☎042・493・3526（☎
042・493・4122）
※電話予約は午前
９時から受け付け。

　
　   

ア
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談
３日㈫・5日㈭・13日㈮・17日
㈫・19日㈭・27日㈮
午前10時～午後4時

男女共同参画センター（ア
イレック）
☎042・495・7002
※電話予約は平日午前8
時30分～午後5時。
※保育あり。（要予約）
※電話による相談も可能。

一般相談（夜間） 19日㈭午後5時30分～９時

DV・モラハラ相談 4日㈬・11日㈬・18日㈬
午前10時～午後4時

法律相談 10日㈫・24日㈫午後２時～4時

               消費生活相談 毎週月～金曜日午前10時～正
午、午後１時～4時（祝日を除く）

消費生活センター
☎042・495・6212

      清 瀬・ハローワーク就 
  職情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後5時

クレア
ビル

（4階） 

清瀬・ハローワーク
就職情報室
☎042・494・8609

☎

直

直

☎

直☎

☎

☎

直

直

オレオレ詐欺等の特殊詐欺にご注意を！

第
３
回
農
業
委
員
会

日
時
　
３
月
22
日
㈭
午
後
１
時
～

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
清
瀬
市
農
業
委
員
会
事

務
局（
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係
）

☎
042
・
497
・
２
０
５
２

消
火
栓
や
消
防
水
利
の

標
識
付
近
へ
の
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

道
路
交
通
法
で
は
、
消
防
水
利

や
水
利
標
識
の
周
囲（
５
㍍
以
内
）

へ
の
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
水
利
の
標
示
は
、
違
法
駐

車
や
障
害
物
な
ど
を
排
除
し
、
円

滑
な
消
防
活
動
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
消
防
水
利
の
所
在
を
明
示

す
る
も
の
で
す
。火
災
な
ど
の
際
、

消
防
隊
が
消
防
水
利
を
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
　
清
瀬
消
防
署
☎
042
・
491

・
０
１
１
９

原
動
機
付
自
転
車 

等
の
廃
車
・
住
所 

変
更
・
名
義
変
更

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ

イ
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
を
登
録
し
て
い
る
方
に

課
税
し
ま
す
。

　

廃
車
・
盗
難
・
譲
渡
で
車
両
が

手
元
に
な
い
方
、
車
両
が
壊
れ
て

い
て
使
え
な
い
方
、
市
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で

に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先
　
125
㏄
以
下
バ
イ
ク
、

小
型
特
殊
自
動
車（
清
瀬
ナ
ン
バ

ー
）＝
課
税
課
市
民
税
係
☎
042
・

497
・
２
０
４
１
、
126
㏄
以
上
の
バ

イ
ク（
多
摩
ナ
ン
バ
ー
）
＝
陸
運

支
局
多
摩
事
務
所
☎
050
・
５
５
４

引
越
し
の
機
会
に
家
具
類

の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防

止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

春
は
入
学
や
就
職
の
た
め
の
引

越
し
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
こ
の
機
会
に

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防

止
対
策
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る

備
え
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
東
京
消
防
庁
ホ
ー

清
瀬
市
議
会

第
１
回
定
例
会
開
会

　

平
成
30
年
清
瀬
市
議
会
第
１
回

定
例
会
は
、
左
表
の
と
お
り
開
会

中
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
時
間
は
、議
会
運
営
委
員
会（
午

後
２
時
～
）を
除
き
、
い
ず
れ
も

午
前
10
時
か
ら
で
す
。

問
合
せ
　
議
会
事
務
局
議
事
係
☎

042
・
497
・
２
５
６
７

27
㈫

19
㈪

16
㈮

15
㈭日

本
会
議（
最
終
日
）

建
設
環
境
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

内
容

胃
・
大
腸
が
ん
検
診（
前
期
）
受
診
者
募
集

　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
と
便
潜
血
反
応
検
査（
検

便
）を
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
35

歳
以
上（
昭
和
59
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
）の
方
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選（
結
果
は
４
月
下

旬
に
郵
送
予
定
）

実
施
日
　
５
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫

・
31
日
㈭
、
６
月
26
日
㈫
・
27
日

㈬
・
28
日
㈭
の
い
ず
れ
も
午
前
の

み場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

費
用
　
胃
が
ん
検
診
千
円
、
大
腸

が
ん
検
診
500
円（
免
除
制
度
あ
り
）

※
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

と
も
に
60
歳
以
上
の
方
は
無
料
、

ま
た
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
・
生
活
保
護
世
帯
・
中
国
残
留

邦
人
等
支
援
給
付
対
象
者
の
場
合

は
そ
の
証
明
書
を
提
出
す
れ
ば
無

料
で
す
。

申
込
み
　
３
月
15
日
か
ら
４
月
５

日（
消
印
有
効
）
ま
で
に
直
接
窓

口
ま
た
は
電
子
申
請
・
通
常
は
が

き
に
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希
望

す
る
検
診
の
種
類（「
胃
の
み
」「
大

腸
の
み
」「
胃
と
大
腸
両
方
」）・

検
診
希
望
日（
上
記
日
時
よ
り
第

３
希
望
ま
で
）を
記
入
し
、
〒
204

―
８
５
１
１　

清
瀬
市
健
康
セ
ン

タ
ー
健
康
推
進
課「
胃
・
大
腸
が

ん
検
診
申
込
み
」へ

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
042
・
497
・
２
０
７
５

運
動
服

※
２
月
末
時
点
の
情
報
の
た
め
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
登
録
・
掲

載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
15
日
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
042
・
495
・
６
２
１
１
へ

新
米
パ
パ
・
マ
マ
の
た

め
の
応
急
手
当
講
習
会

　

日
常
生
活
に
潜
む
赤
ち
ゃ
ん
の

事
故
の
防
止
策
、
病
気
や
け
が
に

対
す
る
応
急
手
当
と
心
肺
蘇
生
を

学
び
ま
す
。

対
象
　
１
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い

る
親
や
こ
れ
か
ら
出
産
す
る
方
。

先
着
10
組

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
午
前
11
時

～
正
午

場
所
　
立
川
防
災
館（
立
川
市
泉

町
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
立
川
防
災
館（
東
京
消

防
庁
立
川
都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ

ー
☎
042
・
521
・
１
１
１
９

無

料

相

談

会

　

常
設
知
的
財
産
相
談
室（
無
料
）

　

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
５
㌢
程
深
く

敷
き
つ
め
る
こ
と
で
、
日
光
を
遮

断
し
雑
草
の
発
芽
を
抑
制
す
る

「
清
瀬
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
」
と
、
プ

ラ
ン
タ
ー
や
ポ
ッ
ト
な
ど
に
敷
き

詰
め
て
、
保
湿
・
霜
よ
け
・
急
激

な
温
度
変
化
に
よ
る
根
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
を
軽
減
す
る「
園
芸
用
清
瀬

ス
モ
ー
ル
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
」の
電

話
予
約
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
大
変
な
人
気
商
品
で

す
の
で
、
納
品
ま
で
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
な
お
、
５
袋
以
上
購
入

い
た
だ
い
た
市
内
在
住
の
方
に
限

り
ご
自
宅
に
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

商
品
名
　「
清
瀬
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
」、「
園
芸
用
清
瀬
ス
モ
ー
ル
ウ

ッ
ド
チ
ッ
プ
」

価
格
　
各
１
袋
200
円（
45
㍑
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
約
７
㌔
）

※
雑
草
発
芽
対
策
の「
清
瀬
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
」は
１
袋
で
約
畳
３
分

の
１
の
量
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
総
務

課
営
繕
係
☎
042
・
492
・
５
１
１
１

（
内
線
254
・
524
）へ

清瀬ウッドチップ 園芸用清瀬スモー
ルウッドチップ

雑

草

対

策

は

お

早

め

に

を
設
置
し
、
特
許
出
願
や
訴
訟
、

調
査
な
ど
に
つ
い
て
弁
理
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

場
所
　
弁
理
士
会
館（
千
代
田
区

霞
が
関
三
丁
目
）

※
事
前
予
約
制
で
す
。
電
話
相
談

の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

問
合
せ
　
日
本
弁
理
士
会
関
東
支

部
☎
03
・
３
５
１
９
・
２
７
０
７

ム
ペ
ー
ジ　

http://www.tfd.m
etro.tokyo.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
清
瀬
消
防
署
☎
042
・
491

・
０
１
１
９

０
・
２
０
３
３
、
軽
四
輪（
乗
用

・
貨
物
）自
動
車（
多
摩
ナ
ン
バ
ー
）

＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
☎
050
・
３

８
１
６
・
３
１
０
４

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
係
☎
042

・
497
・
２
０
４
１

　

今
年
も「
き
よ
せ
の
環
境
・
川

ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。
市
民

団
体
や
行
政
、
事
業
所
に
よ
る
環

境
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

の
展
示
、
食
品
販
売
、
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
川
遊
び
な
ど
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
出
展
団
体
を
募
集
し

ま
す（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
同

ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
決
定
）。

開
催
日
時
　
７
月
21
日
㈯
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
　
台
田
運
動
公
園
・
柳
瀬
川

河
川
区
域（
下
宿
一
丁
目
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
13
日（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）ま
で
に

水
と
緑
の
環
境
課
に
あ
る
出
展
申

込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
窓
口
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
・
郵
送
で
、
水
と
緑
の
環

境
課
環
境
衛
生
係
☎
042
・
497
・
２

０
９
９　

042
・
492
・
２
４
１
５
へ
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